
京都連合教職大学院の特色ある教育課程

本研究科では、教育及び教科の理論と教職の実践との往還を通じて、教職に関する高度な専門的知識と実践的指導力を統合的に有する
教員を養成するために、以下の科目群による教育課程を編成しています。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

教職について体系的・総合的に思考・判断する力を育成するために
置かれる、5領域からなる「共通科目」群1 学修の成果をまとめる力、教職専門職業人に求められる能力を育成

するために、各コースの特性に応じて置かれる「コース必修科目」群2
個々の課題意識をさらに深め、幅広い専門的知識に裏付けられた高
い実践力を育成するために、各コースの特性に応じて置かれる「コー
ス選択科目」群3

学校園での実務的経験を通して教職の実際について理解を深め、教
師に必要な人間性、社会性、倫理観を涵養するとともに、自己の職能
を向上させるための実践と省察を行うために、１年次と２年次とに分
けて置かれる「実習科目」「省察科目」群
4

教育課程の構造

学校臨床力高度化系 教科研究開発高度化系
初任期教員
養成コース

中核教員・リーダー
教員養成コース

人間発達
探究コース

教科学習
探究コース

学部新卒院生40名

（　　　　）教職経験3年未満の
現職教員院生含む

現職教員院生10名

（教職経験3年以上）

学部新卒院生15名

（現職教員院生含む）

学部新卒院生30名

（現職教員院生含む）

単位計46 単位計46 単位計46 単位計46

教職専門実習 2科目10単位 ※教職経験に応じて実際の実習期間が変更となる場合がある。

共通科目Ⅰ 教育課程の編成・実施に関する領域 1科目2単位

共通科目Ⅱ 教科等の実践的な指導方法に関する領域 2科目4単位

共通科目Ⅲ 生徒指導・教育相談に関する領域 1科目2単位（臨）  2科目4単位（教）

共通科目Ⅳ 学級経営・学校経営に関する領域 2科目4単位

共通科目Ⅴ 学校教育と教員の在り方に関する領域 2科目4単位（臨）  1科目2単位（教）

コース必修科目
6科目12単位

コース必修科目
4科目8単位

コース必修科目
7科目14単位

コース必修科目
5科目10単位

教職専門実習
学校での実務的経験を通し
て、教職の実際について総
合的に理解を深め、実践的
指導力を高める実習科目

共通科目
各コース共通で、高い教職
専門性を育成する上でコア
となる基礎科目

コース必修科目
各コースが目標とする資質
能力を育成する上で、コア
となる専門科目

コース選択科目
4科目8単位

コース選択科目
6科目12単位

コース選択科目
3科目6単位

コース選択科目
5科目10単位コース選択科目

個々の課題意識によって幅
広い学識と高い実践力を育
成する専門科目

学校現場において直面している諸課題、すなわち「主体的、対話的で深い学び」の推進、不登校、いじめなどの子どもに関わる諸課題に対
して、その背景や問題事象が発生する文脈を読み解き、より質の高い実践力を発揮することができる学校臨床力の向上を図るとともに、そ
の実践の組織化を図ることができるマネジメント力を育むことにより、高度の学校臨床力を備えた人材並びに学校臨床力の組織化を推進
する高度の学校経営力を備えた人材を育成することを目的としています。
本系では、学校の現実、子どもや保護者、地域の実態に常に向き合い、院生の教職キャリアに応じて力量形成を図ることができるように、
初任期教員を対象とするコースと初任期以降の教員を対象とするコースを設置しています。

教職大学院が発足して、13年が過ぎました。本格的な実践的研究に基づき、教師教育を行
う教職大学院の取り組みは、着実に成果を上げています。学校臨床力高度化系は、これまで
の教職大学院教育の成果を土台に、「臨床の知」を豊かにすることを目標としています。学校
現場での学びを重視したカリキュラムを編成しているため、年間を通じて学校現場に出かけ、
学校の実態や子どもの実態に直接触れる機会が豊富です。様々な学校で、様々な経験を積み
重ね、その経験の省察・分析に力を入れて取り組むことにより、教師に必要な確かな実践力
を育成することをねらっています。院生と教員とが共に学ぶことを基本方針に掲げています
ので、教師を目指すみなさん、そして現職教員のみなさんと一緒に、これからの学校教育の
あり方をみんなで考えていきます。

学校臨床力高度化系

「主体的・対話的で深い学び」を実現するなど新しい学校教育を推進し、次世代の学校づくりに貢献できる教員を大学院レベルで養
成し、教職と教科の高度な専門性及び教育実践力と教育実践に関する研究遂行力を育成することを目指して、京都連合教職大学院の改
組を行いました。それは、教育学研究科において実践してきた高度な教育関係諸科学の教育研究の蓄積を生かして、一層高度な教員養
成に取り組むことを目指したものです。
京都連合教職大学院の教育組織は、以下の通りです。

京都連合教職大学院の教育組織

学校臨床力高度化系主任  竺沙　知章

教科教育等の専門的内容や教育学や心理学に関する理論や分析手法を身につけ、教材、カリキュラム、学習、学校教育に関わる研究開発
を通して、学校教育の質的向上を牽引するような「知」を生み出し、将来的に校内の研究主任、地域の研究会の中心、教育委員会の指導主事
などになりうる力量を備えた人材を育成することを目的とします。この目的を達成するために、「人間発達探究コース」と「教科学習探究コー
ス」を設置します。

教科研究開発高度化系では、各教科、教育学、心理学、幼児教育、特別支援教育に重点化した
プログラムや領域を設定し、教科や領域の基礎となる諸科学について専門的な理解を深め、教
育（保育）内容と指導法を一体的にむすびつけて授業（保育）を効果的に展開できる高い実践的
指導力を身につけることを目指しています。本系では教育学研究科修士課程のこれまでの蓄積
を生かして、自らの教育実践を俯瞰できる広い視野と諸課題に柔軟に対応できる実践的指導力
を身につけることができます。多様かつ高度で専門的な学びを可能とするために、自らのテー
マに合わせて選んだ指導教員を含む複数の教員による指導体制を組み、きめ細かな指導を行い
皆さんの探究をサポートします。新しい教科研究開発高度化系で一緒に学びましょう。

教科研究開発高度化系

教科研究開発高度化系主任  徳岡　慶一
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※表の（臨）は学校臨床力高度化系、（教）は教科研究開発高度化系を示しています。


